
令和５年度第２回学術講演会のお知らせ
豊島区⻭科医師会では下記の通り学術講演会を⾏ないます

⽇時：令和６年２⽉１⽇（⽊）19時半から
場所：豊島区⻭科医師会会館3階ホールおよびZOOMでの同時配信
講師：昭和⼤学 矯正科 ⾮常勤講師

⽮野 圭介 先⽣

略歴

1996年昭和大学歯学部卒業
1996年昭和大学歯科病院矯正科入局
2003年田園調布ヴェルデ矯正歯科開業院長
2004年東京歯科大学放射線科 非常勤講師
2008年昭和⼤学⻭科放射線科 兼任講師

日本矯正歯科学会認定医

日本顎関節学会専門医

・会館での参加は先着順までとさせていただきます。
・ZOOM参加の先⽣は⽇⻭⽣涯研修登録のため出⽋確認をいたします。
聴講中出席者のお名前が確認できるように設定してください。

登録医ホームページの掲載希望される⽅はURLをご記載ください（ ）

お名前 ⽇⻭⽣涯研修 ID（ZOOM 参加の⽅）

会館参加 ZOOM参加

参加ご希望の⽅は事務局 (03-3941-2544)までFAXにてお申し込みください。

ZOOM ミーティングID  927 6564 9091  パスコード:337975

顎関節クリック⾳は咬合への警鐘である

咬合を診ないのであれば円板の整位は必要ない。痛みがなく⽇常⽣活を送れること
が治療⽬標なのであれば、顎関節円板の病態はあまり気にしなくても良いのかもし
れない。これが現在の答えだと思います。では皆さんにお聞きします。
CO-CRディスクレパンシーが⼤きく咬合採得に苦慮することはないでしょうか？
オープンバイトが酷くなっていくケースはありませんか？
⾅⻭の咬合⾼径が低く補綴に苦慮するケースはありませんか？
⼤⼈になるにつれ下顎の偏位が著しくなるケースはありませんか？
これらの原因が顎関節円板の転位だけとは限りませんが、不安定な咬合の殆どの
ケースは円板転位が関与していると思われます。顎関節クリック⾳は咬合への警鐘
です。
今回の講演では顎関節円板の転位がどのように咬合に影響しているか、そしてその
対応を解説させていただきます。


